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1．はじめに 

福島第一原子力発電所の廃炉は、かつて経験のない技術的な挑戦を伴いつつ、極めて長期にわたり継続

される事業である。日本原子力学会としてこの問題に長期に取り組み事故炉の廃炉が安全かつ円滑に進

むよう技術的・専門的な貢献を行うとともに学会事故調の提言・課題をフォローするため、平成 26年度

に「福島第一原子力発電所廃炉検討委員会」(以下 廃炉委員会)を設置し、活動を進めている。 

本報告書は、廃炉委員会の平成 29年度(2017年度)の活動についてまとめたものである。 

 

２．廃炉委員会の概況 

 4 年目となった平成 29 年度は、個別検討課題に取り組む分科会の活動が次の通り進展した。 

・事故課題フォロー分科会は学会事故調の提言・課題に関する最新知見を整理した成果報告書を 

2017 年 9 月にとりまとめ 2018 年 3 月に公開し活動を終了。 

・リスク評価分科会は３号機使用済み燃料取り出しを例に廃炉作業のリスク評価手法を検討した成果

報告書をとりまとめた。廃炉作業のリスク評価については、NDF からの依頼もあり、新たに分科会

を設けて検討を進める。 

・建屋の構造性能検討分科会は３号機原子炉建屋の耐震性を評価した中間報告書をとりまとめている。 

今後、長期に渡る使用での構造の劣化について検討を進める。 

・ロボット分科会は廃炉に貢献できるロボット技術開発のあり方を検討した中間報告書を準備中。 

新たに、圧力容器内の状況把握へのロボットのチャレンジに取り組む。 

・廃棄物検討分科会は廃棄物処分の最終的なプラント・サイトの状況（エンドステート）を見据えた 

検討を進めている。 

また、廃炉委員会の情報発信、コミュニケーションのための活動も拡がっており、秋の大会、春の年会、

春の一般向けシンポジウムにおいて活動報告を行うとともに、日本機械学会動エネ部門および NDF と

連携して 2019 年 5 月に廃炉国際シンポジウムを開催する準備を進めている。 

 

３．廃炉委員会の体制と委員の構成 

(1) 廃炉委員会の体制 

  廃炉委員会の運営を円滑に進めるため、運営タスクチームを 2017 年 1月に設けており、各分科会 

からの協力者も加わって活動している。 

分科会については、現在次の５分科会、１ＷＧの構成で進めている。 

 ・リスク評価分科会 

・事故課題フォロー分科会 

   ・事故進展に関する未解明事項フォローＷＧ 

・建屋の構造性能検討分科会 

・ロボット分科会 

・廃棄物検討分科会 

福島第一での廃炉作業が本格化して行き、学会が取り組み支援を進める中で、新たな検討グループを

設定し、多くの学会員の協働をいただき、支援を強化していかなければならない。 

図１に、現在の廃炉委員会の体制と、検討して行くべき課題を示す。 
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(2) 委員の構成 

  2017年度末の廃炉委員会委員リストを添付資料 1に、分科会・WGの委員リストを添付資料 2に示す。 

  なお廃炉委員会では、本年度に次の異動があった。 

     ・委員： 

〔-ロボット関連：田所 諭氏から大隅 久氏に交代 (2017/3/22)〕 

-FP・廃棄物処理・汚染水対策関連：高木 純一氏が就任 (2017/9/6) 

-阿部 弘亨委員を幹事（燃料デブリ）へ、山中 伸介幹事は退任 (2017/12/20) 

        〔-塚田 隆 氏から加治芳行氏に委員（材料・構造）交代(2018/5/16) 〕 

・オブザーバー：  

-JAEA：森山善範氏から野田 耕一氏に交代 (2017/4/13) 

 -IRID：桑原 浩久氏から清浦 英 氏に交代 (2017/9/7) 

-資源エネルギー庁：湯本 啓市氏から比良井 慎司氏に交代 (2017/12/20)  

        〔舟橋卓也 氏をオブザーバー登録(2018/5/16) 〕 

        -原子力学会： 

田中 隆則幹事がオブザーバーに異動 (2017/6/22)、 

駒野 康男氏を登録 (2017/9/7) 
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図１ 福島第一原子力発電所廃炉検討委員会  

体制と取り組むべき課題 
 

 
    

 

 

   取り組みが必要な課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



7  

４．廃炉委員会の活動状況 

 本年度の廃炉委員会及び分科会の活動状況は以下の通りである。 

 (1) 廃炉委員会 

  本年度４回開催され、議事の概要を下表１にまとめる。詳細については議事録にまとめられている。 

               表１ 廃炉委員会の開催状況と主な議事内容 

 回 開催日 主な議事内容 

第 14 回 2017/5/24 ・秋の大会企画セッション計画 

・春の年会企画セッション(3/28)報告  

・ＮＤＦ第 2回福島第一廃炉国際フォーラム への取り組み（7/3いわき市） 

・平成 28年度活動報告書 案 

・分科会の活動状況 

・関係組織の活動状況 

-IRID：格納容器内部調査状況 

-JAEA：廃止措置に係る研究開発の現状 

第 15 回 2017/9/6 ・秋の大会企画セッション(9/14)準備 

・廃炉関連施設視察(12/6  1Fサイト・JAEA楢葉)計画 

・分科会の活動状況 

  -事故進展に関する未解明事項フォローＷＧ報告書(案) 

・関係組織の活動状況 

 -NDF１F廃炉戦略プラン 2017要旨 及び戦略ワークショッププログラム                           

-「シビアアクシデント時の核分裂生成物挙動」研究専門委員会報告     

-福島復興・廃炉推進に貢献する学協会連絡会（ANFURD） 

9/4 ワークショップ速報  

第 16 回 2017/12/20 ・秋の大会企画セッション報告 

・分科会の活動状況 

・次年度予算構成 案 

・廃炉関連施設視察(12/5  1Fサイト・JAEA楢葉)報告 

・分科会の活動状況 

・春の年会企画セッション計画 

・春のシンポジウム計画 

・廃炉国際会議の提案 

第 17 回 2018/3/22 ・廃炉委の今後の展開案 

・春のシンポジウム(3/18)報告 

・春の年会企画セッション(3/28) 準備 

・分科会の活動状況 

   -リスク評価分科会活動報告書(案) 

  -建屋構造分科会中間報告書(案) 

・関係組織の活動状況 

 - FP挙動専門委員会の活動現況 

  -陸側遮水壁の現況と効果について(東電) 

  -大熊分析・研究センターの現在の整備状況と今後の計画(JAEA) 

(第18回 

参考） 

 

 

 

 

 

 

2018/5/16 ・平成 29年度活動報告 案 

・平成 30年度年間スケジュール案 

・春のシンポジウム(3/18)報告 #2 アンケート結果 

・春の年会企画セッション(3/28)報告 

・分科会の活動状況 

・廃炉関係施設視察計画 

・関係機関から話題提供 
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 (2) 分科会 

   ５分科会と事故進展に関する未解明事項フォローWG のそれぞれについて、活動方針、 

本年度の活動状況と成果等を下表にまとめる。 

1)リスク評価分科会 (主査：山口彰(東京大学))   

活動方針  福島第一の廃炉において、安全性（放射線に係る安全と労働安全）、環境の保全、およ

びプロジェクトの管理（廃炉プロセスの滞りなく進捗に係る課題の解決）に資するため定

量的リスク評価とリスクマネジメントに関する提言を行う。 

活動状況 第 13回 2017/4/11、14回 5/19、15回 7/4 

 

今年度の

成果 

 

本分科会は、福島第一原子力発電所における燃料取り出しやデブリ取り出しのように、設

計や運用の情報が確定しない状態での定量的リスク評価を行う場合にも適用できる方法

を調査し、Dr. Garrickの Quantitative Risk Assessmentの方法を参考とすることとし

た。本分科会の対象として、デブリ取り出し、SFPからの燃料取り出し、地下水などを比

較分析し、比較的実行可能で、既存炉でも行ってきたことが部分的に活用できる「SFPか

らの燃料取り出し」を対象に、その考え方を検討してきた。評価方法における判定基準な

どの考え方もほぼまとまり、報告書にまとめている。  

しかしこの方法をすぐにデブリ取出しに応用することは難しいので、体制も含め、委員会

で考えてほしい。新しい体制の中で具体的なリスク評価アプローチを提案していくこと

は、デブリ取り出しの意思決定者が考えるべきことであると考える。デブリ取り出しの各

ステップの技術面のリスク評価だけでなく、全体(社会影響)をみた方法と指標が要る。次

のフェーズに行くには現実的な問題として捉え、プロジェクトを立ち上げるべき。 

 

2)事故課題フォロー分科会 (主査：山本章夫(名古屋大学))   

活動方針 ・事故進展に関する未解明事項フォローWG にて、事故進展に関する未解明点及び課題に

ついて検討を行う。 

活動状況 分科会の開催なし。事故進展に関する未解明事項フォローWGの活動を実施。 

今年度の

成果 

事故進展に関する未解明事項フォローWGの成果を参照。 

その他 

 

2017年 9月末に事故進展に関する未解明事項フォローWG で報告書を取りまとめ、分科会

を解散した。 

 

3)事故進展に関する未解明事項フォローWG (主査：越塚誠一(東京大学))   

活動方針 ・学会事故調報告書における第 6 章付録の「今後より詳細な調査と検討を要する事項」

および関連事項について、取り組み状況を整理し、取りまとめるとともに、今後、廃炉

作業において必要となる作業について提言を行う。 

・フォローすべき課題(未解明点)を確認する。学会事故調報告書第 6 章添付の未解明点

リストを中心に、東電未解明レポートその他の研究などで指摘されている課題を整理。 

・整理された課題について、東電未解明進捗レポート、規制委員会事故調査検討チーム報

告書、学会での発表などの最新の知見を確認し、事実関係を取りまとめる。 

・未解明点の調査・検討に際して生じると考えられる課題を整理する(例：廃炉作業時の

データ取得に関する留意事項など) 

・企画セッションや、シンポジウムを通じて情報発信を行う。 

活動状況 第 4回 2017/4/7、5回 6/21、6回 8/21 

今年度の

成果 

・2017/9月末に報告書をまとめ、2018年 3月廃炉委 HPにて公開した（添付５）。 

・これにより未解明事項フォローWG、事故課題フォロー分科会の活動を終了。 
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4)建屋の構造性能検討分科会 (主査：瀧口克己(東京工業大学名誉教授))  

活動方針 福島第一の建屋の健全性について、信頼性の検証や課題の整理を行うと共に、社会にわか

りやすく情報を発信していく。 

活動状況 第 9回 2017/4/12、10 回 7/12、11回 10/12、12回 2018/01/12 

今年度の

成果 

・３号機原子炉建屋の耐震性を評価した 2017年度中間報告書（案）をまとめ、2018/03/22

廃炉委員会で説明し、現在、廃炉委のコメント対応中。 

 

5)ロボット分科会 (主査：吉見卓(芝浦工業大学))    

活動方針  福島第一の廃炉にかかわる遠隔操作ロボットに関し、ロボット技術からの俯瞰的支援

と社会に受け入れられるロボット技術貢献の在り方を提言する。 

活動状況 ・第 10回 2017/5/11 

・ｵｰﾌﾟﾝﾌｫｰﾗﾑ 9/11：第 35回日本ロボット学会学術講演会会場（東洋大川越キャンパス）

にて、ｵｰﾌﾟﾝﾌｫｰﾗﾑ「廃炉に向けた日本原子力学会との連携と課題 3」を開催 

・エネ庁説明 11/7：廃炉のためのロボット技術コンペの結果 

今年度の

成果 

昨年度実施した「廃炉のためのロボット技術コンペ」の成果を今後どのように生かしてい

くかを含め、本分科会の福島廃炉プロジェクトへの支援体制・内容を明確にし、それに向

けた活動を進めた。 

その他 

 

9 月 11 日(月)～14 日の第 35 回日本ロボット学会学術講演会にて、オープンフォーラム

「廃炉に向けた日本原子力学会との連携と課題 3」と題した、ロボット学会員への情報発

信を目的としたフォーラムを開催した。廃炉技術に関するロボット分野、ロボット学会へ

の期待について、IRID 新井副理事長と廃炉検討委員会宮野委員長にお話し願い、吉見主

査が、廃炉のためのロボット技術コンペの結果を中心とした活動報告を行った。また、技

術コンペ受賞者より技術提案内容を紹介願い、その成果の活用についてパネルディスカ

ッションで議論を深めた。次年度は、この活動を更に進めて行く。 

 

6)廃棄物検討分科会(主査：柳原敏(福井大学))  

活動方針 ・放射性廃棄物管理シナリオの分析 

・事故炉の放射性廃棄物対策に係るレビュー 

活動状況 ・第 4回 2017/5/31、5回 10/12、6回 2018/1/29 

・11/27 原子力学会主催 EAFORM2017（6th East Asia Forum on Radwaste 

 Management Conference）で廃棄物検討分科会の活動状況を紹介。 

今年度の

成果 

・福島廃炉のエンドステートに係る検討。 

・スチュワードシップを含むサイト全体の修復に係る検討。 

・エンドステートに応じた放射性廃棄物発生量の定性的な評価 

・放射性廃棄物管理シナリオの作成に向けた準備。 

・中間報告の作成に向けた取組 

 

  (3) 本年度にまとまった成果報告書 

    本年度にまとまった成果報告書は次の通りである。  

   ・ 事故進展に関する未解明事項フォローWG 

        「福島第一原子力発電所事故：未解明事項の調査と評価」2018年 1月 

                     （下記廃炉委員会サイトで公開済、抜粋：添付 5） 

 

        www.aesj.net/activity/activity_for_fukushima/public 
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(4)情報発信・コミュニケーション 

 

   廃炉委員会の外部への情報発信の場として、秋の大会、春の年会に加え、原子力学会を軸に 2016 年

5 月に設立された「福島復興・廃炉推進に貢献する学協会連絡会(ANFURD)」を情報発信・コミュニケ

ーションの場として活用している。なお； 

- 秋の大会では 福島第一の廃炉に関連する各組織の研究成果報告と意見交換 

- 春の年会では 廃炉委員会の活動状況・成果報告および検討の方向性に関する議論 

を主に行うこととしている。 

廃炉委員会としての社会への発信は、毎年春にシンポジウムを開催して、その時の最もホットな話題 

を取り上げ議論いただくようにしている。なお、これらの発表・講演資料は廃炉委員会の公開用サイ

トで公開している。 

 

1) 秋の大会、春の年会 

・秋の大会(北海道大学)中の 2017 年 9 月 15 日午後、廃炉検討委員会セッション 

「-福島第一原子力発電所廃炉検討委員会 現状および活動報告-」 を実施した(添付 3-1参照)。 

  

 プログラム 

・挨拶（宮野委員長） 

・発表-1 福島第一原子力発電所廃炉検討委員会の活動について：宮野 廣（廃炉委員会委員長、法政大） 

-2 福島第一原子力発電所廃炉の進捗状況と戦略プラン：        福田 俊彦 （NDF）   

-3 福島第一原子力発電所廃炉の現状：              齊藤 慎二 （東京電力 HD）   

-4 福島第一原子力発電所廃炉に向けた IRID による技術開発の現状：   奥住 直明（IRID） 

-5 建屋の構造性能検討分科会からの報告：     瀧口 克己（建屋構造分科会主査、東工大）  

-6 廃棄物検討分科会からの報告 ：               柳原 敏  （廃棄物分科会主査、福井大）  

・全体討論 

                                 

   ・春の年会(大阪大学)中の 2018 年 3 月 28 日午後、廃炉検討委員会セッション 

       「福島第一原子力発電所廃炉検討委員会－現状および活動報告-」を実施した(添付 3-2参照)。 

    なお、浅沼幹事からの発表(添付 3-2-1)は、廃炉の全体概要と課題、廃炉委員会の役割と活動の

ポイントをこの時点で要約している。 

 

 プログラム 

・挨拶（宮野委員長） 

・発表-1福島の廃炉の概況と課題全般：       浅沼 徳子（廃炉委員会幹事、東海大、 添付 3-2-1） 

-2福島第一原子力発電所事故における 

未解明事項の調査と評価：         山本 章夫（事故課題フォロー分科会主査、名大） 

     -3建屋の耐震安全性評価の現状と課題：   糸井 達哉（建屋構造分科会幹事、東大） 

     -4ロボット分科会からの報告：           吉見 卓（ロボット分科会主査、芝浦工大） 

     -5廃炉と廃棄物管理シナリオに関する検討： 川崎 大介（廃棄物分科会幹事、福井大） 

・全体討論 
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2)春のシンポジウム 

福島第一事故後７年が経過した 3 月 18 日に、ANFURD と共催で大手町サンケイプラザにて、 

一般向けのシンポジウムを次の通り開催した(添付 3-3参照)。 

「東京電力福島第一原子力発電所の廃炉 ― 廃炉の論点と展望 ―」 

          プログラム  

・座長：関村直人（東京大学） ・ 開会挨拶：上坂 充（日本原子力学会会長、東大） 

・講演 1 福島第一廃炉の論点と展望：        宮野 廣（廃炉委員会委員長、法政大） 

2福島第一廃炉作業時の管理目標値について：山本章夫（事故課題フォロー分科会主査、名大） 

3より一層の安全確保に向けたリスク評価への取り組み：高田 孝（JAEA） 

4ロボット技術への期待：         新井民夫（IRID） 

5建屋構造物の要求性能と課題          高田毅士（建屋構造分科会、東大） 

6廃棄物はどのように取り扱うのか         柳原 敏（福井大学） 

  

 

 (5) 廃炉関連施設の視察 

   廃炉関連施設として、福島第一サイトおよび JAEA楢葉遠隔技術開発センターを 

 12月 5日に視察した。視察内容を添付４にまとめている。 

 

 (6)  部会、連絡会等との連携 

   福島第一廃炉に関連する部会、連絡会等の研究成果の聴取と意見交換が、廃炉委員会で下表の 

通り行われた。 

 

(7) 外部機関の研究成果等の聴取と意見交換 

   福島第一の廃炉に関連する外部機関の研究成果等の聴取と意見交換は、廃炉委員会で行う 

とともに、秋の大会の場を活用した。 

・廃炉委で行われた項目を下表に示す。 

   

 ・秋の大会では、9月 15日に行われた廃炉委員会セッションで、(4) 1)項の表にある通り、 

NDFから「福島第一原子力発電所廃炉の進捗状況と戦略プラン」が、 

IRIDから「IRIDの技術開発の現状」が紹介され意見交換が行われた。 

これに引き続き行われた(エネ庁)／NDF主催の「戦略ワークショップ」では、燃料デブリや核分裂 

生成物の状況把握、および燃料デブリ取出し工法に関して研究成果等の聴取と意見交換が行われた。 

 

 回 開催日 内容 

14 回 2017/5/24 -福島復興・廃炉推進に貢献する学協会連絡会（ANFURD）： 

  「第３回 ANFURD 全体会議議状況」  

15 回 2017/9/ 6 -水化学部会・FP 挙動専門委員会報告  

- ANFURD： 9/4 ワークショップ速報                

17 回 2018/3/22 -水化学部会・FP挙動専門委員会の活動現況   

回 開催日 内容 

14 回 2017/ 

5/24 
-IRID：格納容器内部調査状況   

-JAEA：廃止措置に係る研究開発の現状                   

15 回 9/ 6 -NDF：１F廃炉戦略プラン 2017 要旨                                             

17 回 2018/ 

3/22 
-東電：陸側遮水壁の現況と効果について                

-JAEA：大熊分析・研究センターの現在の整備状況と今後の計画 
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５．次年度の課題、注力事項 

  2018年度への課題と注力事項は以下と考えられる。 

   なお、廃炉委員会の 2018年度年間スケジュールを第 18回廃炉委員会で添付 6の通り設定 

している。 

    

(1) 廃炉委員会 

1) 廃炉委員会の開催 

・1回/2-3カ月で継続する。 

2) 学会（秋の大会、春の年会）での企画セッションによる学会員への情報伝達と意見交換 

    ・秋の大会 2018年 9月 岡山大学 

  ・春の年会  2019年 3月 つくば大学 

3) シンポジウム等の開催 

      ・一般向けの廃炉シンポジウムを 2019 年 3月に開催する。 

4) 廃炉関連施設の視察 

・１Fサイト等、廃炉関連施設を視察する。 

5)  国際会議での廃炉委の活動紹介と意見交換 

     ・日本機械学会と連携して、廃炉国際会議の 2019年 5月開催に向け準備を進めるとともに、 

7月のＮＤＦ第 3回福島第一廃炉国際フォーラムに協力する。 

6)  新しいリスク評価分科会の立ち上げ 

    ・現リスク評価分科会は成果報告書をまとめて活動を終了しており、 

     燃料デブリ取り出しのリスク評価に着目した新しいリスク評価分科会を立ち上げる。 

7)  ワークショップの開催 

    ・廃炉委として、全体をカバーする課題（廃炉のロードマップ、廃炉の安全に関わる管理目標 

など）について議論する場を設定することを目的に、ワークショップ開催を検討している。 

 

 (2)分科会 

  各分科会の評価・検討結果を中期的に報告書・提言にまとめていく。 

  

1)  リスク評価分科会 

   次の内容でまとまり第 17回廃炉委員会で審議済で、発刊に向け準備中。 

   「廃炉の過程におけるリスクの評価とマネジメント」  
 

2) 建屋の構造性能検討分科会 

   次の内容でまとまり第 17回廃炉委員会で審議済で、発刊に向け準備中。 

       「３号機原子炉建屋の、使用済み燃料取り出しまでの耐震安全性」 

  

3) ロボット分科会 

      -内容案：「福島第一原子力発電所の廃炉にかかわるロボットアイデアへの提言」 

 

4) 廃棄物検討分科会 

-内容案：「福島第一原子力発電所の廃止措置等で発生する放射性廃棄物の管理 

シナリオに係る検討」 

 

                                                       以 上 
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日本原子力学会「福島第一原子力発電所廃炉検討委員会」 

委員リスト  （2018.5.16） 

委員長 宮野 廣 法政大学 大学院デザイン工学研究科 

副委員長 
関村 直人 東京大学 大学院工学系研究科原子力国際専攻 

岡本 孝司 東京大学 大学院工学系研究科原子力専攻 

幹事 

FP・廃棄物処理・

汚染水対策 
浅沼 徳子 東海大学 工学部原子力工学科 

燃料デブリ 
阿 部   弘

亨 
東京大学 大学院工学系研究科原子力専攻 

福島特別プロジ

ェクト代表 
井上 正 （一財）電力中央研究所 原子力技術研究所 

分科会主査 瀧口 克己 東京工業大学名誉教授 

福島第一廃炉 早瀬 佑一 エネルギー・環境研究会 

分科会主査 山口 彰 東京大学 大学院工学系研究科原子力専攻 

分科会主査 山本 章夫 名古屋大学 大学院工学研究科総合エネルギー工学専攻 

分科会主査 吉見 卓 芝浦工業大学 工学部電気電子学群電気工学科 

分科会主査 柳原 敏 
福井大学 学術研究院工学系部門 （兼）附属国際原子力工学研究

所 

委員 

福島第一廃炉 
三倉 通孝 

（株）東芝 電力・社会システム技術開発センター原子力技術研究

所 

林道 寛 (一財)エネルギー総合工学研究所 

廃炉ｼﾅﾘｵ／除染 山内 豊明 日本原子力発電（株） 廃止措置プロジェクト推進室 

燃料デブリ 
安部田 貞

昭 
元三菱重工業 

FP・廃棄物処理・

汚染水対策 

出光 一哉 九州大学 大学院工学研究院エネルギー量子工学部門 

内田 俊介 （国研）日本原子力研究開発機構 安全研究・防災支援部門 

可児 祐子 （株）日立製作所 研究開発グループ 原子力システム研究部 

小西 哲之 京都大学 大学院エネルギー理工学研究所/エネルギー科学研究科 

高木 純一 （株）東芝 原子力機械システム設計部 

蛭沢 重信 内閣府 原子力政策担当室 

ロボット 大隅 久 中央大学 理工学部精密機械工学科 

材料・構造 

(特に耐震構造) 

安部 浩 （一社）日本原子力学会 

加治 芳行 （国研）日本原子力研究開発機構 原子力科学研究部門 

鈴木 俊一 東京大学 大学院工学系研究科原子力国際専攻 

高田 毅士 東京大学 大学院工学系研究科建築学専攻 

渡邉 豊 東北大学 大学院工学研究科量子エネルギー工学専攻 

放射線影響 服部 隆利 （一財）電力中央研究所 原子力技術研究所 

(旧)事故調 
越塚 誠一 東京大学 大学院工学系研究科システム創成学専攻 

奈良林 直 東京工業大学 科学技術創成研究院先導原子力研究所 

添付 １ 
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運営タスクチー

ム 

安部 浩 （一社）日本原子力学会 

浅沼 徳子 東海大学 工学部原子力工学科 

可児 祐子 
（株）日立製作所 研究開発グループ 原子力システム研究

部 

三倉 通孝 
（株）東芝 電力・社会システム技術開発センター原子力技

術研究所 

成宮 祥介＊ 【リスク評価分科会】(一社)原子力安全推進協会 

笹沼 美和＊ 
【建屋の構造性能検討分科会】東京電力ホールディングス

（株） 福島第一廃炉推進カンパニープロジェクト計画部 

芦澤 怜史＊ 
【ロボット分科会】名城大学 理工学部メカトロニクス工学

科 

川崎 大介＊ 
【廃棄物検討分科会】福井大学 学術研究院工学系部門原子

力・エネルギー安全工学専攻 

*：分科会からの協力者 

アドバイザー 

(顧問) 

近藤 駿介 原子力発電整備機構 

石榑 顕吉 埼玉工業大学 

石川 迪夫 原子力デコミッショニング研究会 

 

オ ブ ザ ー

バー 

青木 常吉 資源エネルギー庁原子力政策課 

比良井 慎司 資源エネルギー庁原子力政策課（原子力発電所事故収束対応室長） 

舟橋 卓也 
資源エネルギー庁原子力政策課（原子力発電所事故収束対応室課

長補佐） 

福田 俊彦 原子力損害賠償・廃炉等支援機構 (NDF) 

野田 耕一 日本原子力研究開発機構 

今村 功 技術研究組合 国際廃炉研究開発機構 (IRID) 

清浦 英明 技術研究組合 国際廃炉研究開発機構 (IRID) 

長谷部 伸治 化学工学会副会長 （兼 福島原発事故対策検討委員長、京都大学） 

 東京電力 廃炉推進カンパニー 

 原子力規制委員会 

上坂 充 学会会長 (東京大学) 

駒野 康男 学会副会長 (MHIﾆｭｰｸﾘｱｼｽﾃﾑｽﾞ･ｿﾘｭｰｼｮﾝｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ（株）) 

宮原 要 学会理事 (日本原子力研究開発機構) 

上塚 寛 学会前会長 (放射線計測協会) 

藤田 玲子 学会元会長 (科学技術振興機構) 

堀池 寛 学会元会長 (大阪大学) 

田中 隆則 学会元理事 (原子力環境整備促進･資金管理センター) 

 

【 事務局 】 

 
富田 靖 （一社）日本原子力学会 
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日本原子力学会「福島第一原子力発電所廃炉検討委員会」  

分科会委員リスト  （2018.5.16） 

 

(1)「リスク評価分科会」委員リスト    

主査 山口 彰 東京大学 大学院工学系研究科原子力専攻 

幹事 成宮 祥介 (一社)原子力安全推進協会 

委員 

(五十音順) 

岡本 孝司 東京大学 大学院工学系研究科原子力専攻 

倉本 孝弘 (株)原子力エンジニアリング 解析サービス本部 

喜多 利亘 東京電力ホールディングス(株) 原子力設備管理部 

鈴木 俊一 東京大学 大学院工学系研究科原子力国際専攻 

曾根田秀夫 日立 GEニュークリア・エナジー(株) 原子力計画部 

高橋 浩道 三菱重工業(株) 原子力事業部炉心・安全技術部 

竹内 裕行 （株）東芝 電力システム社原子力安全システム設計部 

橋本 和典 （一財）電力中央研究所 原子力技術研究所原子力リスク研究センター 

肥田 和毅 原子力損害賠償・廃炉等支援機構 技術グループ 

松本 和之 中部電力（株）原子力本部原子力部 

丸山 結 （国研）日本原子力研究開発機構 安全研究センター 

山下 正弘 元 電力中央研究所 

山本 章夫 名古屋大学 大学院工学研究科総合エネルギー工学専攻 

オブザーバ

ー 

安部 浩 （一社）日本原子力学会 

伊東智道 原子力規制庁 長官官房技術基盤グループ 

【事務局】 富田 靖 （一社）日本原子力学会 

 

 

(2)「事故課題フォロー分科会」委員リスト  

主査 山本 章夫 名古屋大学 大学院工学研究科 総合エネルギー工学専攻 

幹事   

委員 

(五十音順) 

宇井 淳 （一財）電力中央研究所 原子力技術研究所原子炉システム安全領域 

植田 拓郎 原子力損害賠償・廃炉等支援機構 技術グループ 

宇埜 正美 福井大学 国際原子力工学研究所 

越塚 誠一  東京大学 大学院工学系研究科システム創成学専攻 

三倉 通孝 (株)東芝 電力・社会システム技術開発センター原子力技術研究所 

服部 隆利 （一財）電力中央研究所 原子力技術研究所放射線安全研究センター 

守田 幸路 九州大学 大学院工学研究院エネルギー量子工学部門 

山野 秀将 
（国研）日本原子力研究開発機構 高速炉研究開発部門次世代高速炉

サイクル研究開発センター  

渡邉 豊 東北大学 大学院工学研究科量子エネルギー工学専攻 

【事務局】 富田 靖 （一社）日本原子力学会 

 

  

添付 2 



16  

(3)「事故進展に関する未解明事項フォローWG」委員リスト 

主査 越塚 誠一 東京大学 大学院工学系研究科システム創成学専攻 

幹事 
山本 章夫 名古屋大学 大学院工学研究科総合エネルギー工学専攻 

井上 英彦 中部電力(株) 原子力本部原子力部運営グループ 

委員 

(五十

音順) 

宇井 淳 （一財）電力中央研究所 原子力技術研究所熱流動システム領域 

植田 拓郎 原子力損害賠償・廃炉等支援機構 技術グループ 

黒崎 健 大阪大学 大学院工学研究科環境・エネルギー工学専攻 

近藤 雅裕 東京大学 大学院工学系研究科原子力専攻 

杉本 純 東京工業大学 グローバル原子力安全・セキュリティ・エージェント教育院 

鈴木 博之 （一財）エネルギー総合工学研究所 原子力工学センター 

成川 隆文 日本原子力研究開発機構 安全研究センター燃料安全研究グループ 

溝上 伸也 東京電力 HD(株) 福島第一廃炉推進カンパニー プロジェクト計画部 

山野 秀将 日本原子力研究開発機構 次世代高速炉サイクル研究開発センター 

 

事務局 佐合 優一 中部電力（株） 原子力本部原子力部運営グループ 

 望月 和博 中部電力（株） 原子力本部原子力部運営グループ 

 

(4)「建屋の構造性能検討分科会」委員リスト  

主査 瀧口 克己 東京工業大学 名誉教授 

幹事 糸井 達哉 東京大学 大学院工学系研究科原子力国際専攻 

委員 

(五十音順) 

今本 啓一 東京理科大学 工学部建築学科 

兼近 稔 鹿島建設(株) 原子力部 

倉員 宗一 (株)東芝 原子力プラント設計部 

黒澤 到 清水建設(株) 原子力・火力本部 

佐藤 芳幸 東京電力 HD（株） 福島第一廃炉推進カンパニープロジェクト計画部 

鈴木 俊一 東京大学 大学院工学系研究科原子力国際専攻 

高田 毅士 東京大学 大学院工学系研究科建築学専攻 

土居 真 技術研究組合 国際廃炉研究開発機構(IRID) 

中村 隆夫 大阪大学 大学院工学研究科 

福士 直己 日立 GEニュークリア・エナジー(株) 原子力計画部 

前田 匡樹 東北大学 大学院工学研究科 都市・建築学専攻 

水野 淳 原子力損害賠償・廃炉等支援機構(NDF) 技術グループ 

村上 健太 長岡技術科学大学 技術学研究院 

オブザー

バー 

(五十音順) 

安部 浩 （一社）日本原子力学会 

小林 博栄 原子力損害賠償・廃炉等支援機構(NDF) 技術グループ 

笹沼 美和 東京電力 HD（株） 福島第一廃炉推進カンパニープロジェクト計画部 

平間 敏彦 アイディールブレーン（株） 

【事務局】 富田 靖 （一社）日本原子力学会 
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(5)「ロボット分科会」委員リスト 

主査 吉見 卓 芝浦工業大学 工学部電気電子学群電気工学科 

副主査 
大西 献 三菱重工業(株) ｴﾈﾙｷﾞｰ･環境ﾄﾞﾒｲﾝ原子力事業部機器設計部 

梅田 和昇 中央大学 理工学部精密機械工学科 

幹事 芦澤 怜史 名城大学 理工学部メカトロニクス工学科 

委員 

(五十音順) 

淺間 一 東京大学 工学系研究科精密工学専攻 

安達 弘典 技術研究組合 国際廃炉研究開発機構(IRID) 

上野 陽平 日立 GEニュークリア・エナジー（株） 原子力設計部 

大須賀 公一 大阪大学 

大隅 久 中央大学 理工学部精密機械工学科 

大道 武生 名城大学 理工学部メカトロニクス工学科 

岡田 聡 (株)日立製作所 日立研究所 

川妻 伸二 （国研）日本原子力研究開発機構 

川端 邦明 （国研）日本原子力研究開発機構 

神徳 徹雄 （国研）産業技術総合研究所 情報・人間工学領域 

小島 史男 神戸大学 大学院システム情報学研究科 

阪上 知己 東京電力ホールディングス（株） 経営技術戦略研究所 

佐藤 知正 東京大学 

田所 諭 東北大学 大学院情報科学研究科応用情報科学専攻 

中村 仁彦 東京大学 

中山 良一 工学院大学 先進工学部機械理工学科 

引田 直人 原子力損害賠償・廃炉等支援機構（NDF） 技術グループ 

平井 成興 千葉工業大学 未来ロボット技術研究センター 

藤江 正克 早稲田大学 理工学術院次世代ロボット研究機構 

細田 祐司 （一社）日本ロボット学会 

松日楽 信人 芝浦工業大学 

間野 隆久 （一財）製造科学技術センター 

湯口 康弘 （株）東芝 原子力福島復旧・サイクル技術部 

油田 信一 芝浦工業大学 SIT総合研究所 

横井 一仁 （国研）産業技術総合技術研究所 

横小路 泰義 神戸大学 

吉灘 裕 大阪大学 

オブザーバー 堀内 敏光 原子力損害賠償・廃炉等支援機構（NDF） 技術グループ 

【事務局】 富田 靖 （一社）日本原子力学会 

 

 

「ロボット分科会 WG」委員リスト 

主査 小島 史男 神戸大学 大学院自然科学研究科 

委員 

吉見 卓 芝浦工業大学 工学部電気電子学群電気工学科 

大隅 久 中央大学 

神徳 徹雄 （国研）産業技術総合研究所 情報・人間工学領域 

阪上 知己 東京電力 HD（株）経営技術戦略研究所 

湯口 康弘 （株）東芝原子力福島復旧・サイクル技術部 

上野 陽平 日立 GEニュークリア・エナジー（株） 原子力設計部 

オブザーバー 宮野 廣 法政大学客員教授・日本原子力学会廃炉検討委員会委員長 

【事務局】 富田 靖 （一社）日本原子力学会 
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(6)「廃棄物検討分科会」委員リスト 

主査 柳原 敏 福井大学 附属国際原子力工学研究所 

副主査 新堀 雄一 
東北大学 大学院工学研究科・工学部量子エネルギー工学専攻原子核シス

テム安全工学講座原子力地質工学分野 

幹事 

川崎 大介 福井大学 学術研究院工学系部門原子力・エネルギー安全工学専攻 

岸本 克己 
日本原子力研究開発機構 原子力科学研究所バックエンド技術部高減容処

理技術課 

渡辺 将久 日本原子力研究開発機構 福島研究開発部門企画調整室 

委員 

(五十音順) 

浅沼 徳子 東海大学 工学部原子力工学科 

出光 一哉 九州大学 大学院工学研究院エネルギー量子工学部門 

大井 貴夫 
日本原子力研究開発機構 福島研究開発部門廃炉国際共同研究センター廃

棄物処理処分技術開発グループ 

金子 昌章 
（株）東芝 エネルギーシステムソリューション社 電力・社会システム

技術開発センター原子力化学・サイクル技術開発部 

紺谷 修 鹿島建設（株） 原子力部原子力設計室 

鈴木 俊一 東京大学 大学院工学系研究科原子力国際専攻 

中澤 俊之 三菱マテリアル（株）エネルギー事業センター 地下環境システム部 

野下 健司 日立ＧＥニュークリア・エナジー（株） 

蛭沢 重信 内閣府 原子力政策担当室 

前田 一人 三菱重工業(株） 新型炉・原燃サイクル技術部原子力中長期措置対策 

宮本 泰明 
日本原子力研究開発機構 福島研究開発部門廃炉国際共同研究センター 

研究推進室 

山内 豊明 日本原子力発電（株） 廃止措置プロジェクト推進室 

渡辺 直子 
北海道大学 大学院工学研究院エネルギー環境システム部門エネルギー生

産・環境システム分野原子力環境材料学研究室 

オブザー

バー 

安部 浩 日本原子力学会 

加藤 和之 原子力損害賠償・廃炉等支援機構 

早瀬 佑一 エネルギー・環境研究会 
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                                                                 2017/12/20  

                                  運営タスクチーム 
日本原子力学会 2017 年秋の大会 企画セッション 報告 
 

―「福島第一原子力発電所廃炉検討委員会 」現状及び活動報告―  

◇2017 年 9 月 15 日 13:00-14:30   

◇北海道大学 C 会場 

◇座長：関村 直人 （廃炉検討委員会副委員長、東大） 

 
-プログラム- 

 1. 座長挨拶                                           

2. 講演 

-1 福島第一原子力発電所廃炉検討委員会の活動について :          

宮野 廣 （廃炉検討委員会委員長、法政大） 

-2 福島第一原子力発電所廃炉 今後の計画 :  福田 俊彦 （NDF）   

-3 福島第一原子力発電所廃炉の現状 :       齊藤 慎二 （東京電力 HD）    

-4 福島第一原子力発電所廃炉に向けた IRID による技術開発の現状:  奥住 直明（IRID） 

-5 建屋の構造性能検討分科会からの報告：   瀧口 克己（同分科会主査、東京工業大学）  

-6 廃棄物検討分科会からの報告 ：            柳原 敏   （同分科会主査、福井大）  

3. 全体討論・意見交換 

- 議事メモ - 

１．座長挨拶（東大・関村教授） 

・このセッションは、学会の専門家向けに１F 廃炉の現況と関連研究の状況を共有することを目的に 

しており、6 件の講演に対し、活発な議論をお願いしたい。 

 

２．講演         

（１） 福島第一原子力発電所廃炉検討委員会の活動について : 宮野廃炉検討委員会委員長 

 ・福島第一廃炉に取り組む組織と廃炉委の役割・体制、廃炉の中長期ロードマップ概要と論点を紹介 

・「学」の貢献には原子力学会の枠を超えた学際的な取り組みが必要で、３４団体が協働できる 

場（ANFURD）を昨年５月に設定し第１回 WS を９月４日に開催、  

リスク評価・廃炉作業の最適化・人材育成につき議論した 

 ・廃炉委の各分科会で検討中の課題は次の通り； 

    －リスク分科会：全体リスクの低減 →シナリオの見えない事象のリスク評価の在り方 

    －建屋構造分科会：長期健全性→大きく損傷した構造物の評価の在り方 

    －ロボット分科会：燃料デブリ取り出しでの遠隔操作技術 

    －廃棄物分科会：汚染水対策・廃棄物処理処分の課題→エンドステートの議論 

    －事故課題フォロー分科会：事故事象の未解明な課題の抽出 

    建屋構造分科会と廃棄物分科会については引き続き分科会主査から説明がある 

 

（２） 福島第一原子力発電所廃炉 今後の計画 : 福田氏 （NDF） 

・NDF 戦略プラン 2017 の全体像につき、戦略プラン 2015,16 を経た 2017 版の要点は； 

   ― 号機ごとの燃料デブリ取り出し方針の決定 

→各状況に応じた工法の実現性を、RPV 内部・PCV 底部の燃料デブリにつき気中で上・横 

  アクセスにつき検討 

― 廃棄物処理・処分の基本的考え方のとりまとめ 

    →ICRP や IAEA の考え方を整理し、今後の固体廃棄物対策への対応方針を検討 

 

添付 3-1 
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（３） 福島第一原子力発電所廃炉の現状 :      齊藤氏 （東京電力） 

  ・廃炉の作業項目と各号機現況、汚染水対策の状況、使用済燃料取り出し状況、燃料デブリ 

取り出しに向けた調査状況、固体廃棄物管理の状況を説明 

 

（４） 福島第一原子力発電所廃炉に向けた IRID による技術開発の現状:  奥住氏（IRID） 

・燃料デブリ取り出しに向け、号機ごとのアクセスルート、取り出し・収納・移送法を検討 

・各号機 RPV 内調査結果：１，２U は燃料デブリが固まったまま、３U は小石状になり沸騰水中 

を遊動 

  ・燃料デブリ取り出しに向けたロボット開発状況：柔構造アーム（筋肉ロボット）など 

 

（５）建屋の構造性能検討分科会からの報告 ： 瀧口主査 

   ・３U R/B の健全性評価を実施し、壁の許容変形量γの目安値を検討中 

 

（６） 廃棄物検討分科会からの報告 ： 柳原主査 

  ・放射性廃棄物管理シナリオの分析、エンドステートの想定のため IAEA、OECD/NEA 等の 

報告書をレビュー 

     →事故廃棄物、廃止措置廃棄物、環境修復廃棄物の対策検討に長期的展望が重要 

 

３．全体討論・意見交換 

（１）意見交換 

・戦略プラン 2015 では、燃料デブリ取り出し工法につきロボットの耐放射線性が重要な検討項目の 

一つであった。今回、気中取り出しの方針が出されたが耐放射線性はクリアできたのか 

    →耐放射線性の最も低いカメラは頻繁に交換、構造物も順次交換して対応する 

 

  ・１U RCV 内コンクリートは、高温のため鉄筋がかなり傷んでいよう、燃料デブリ取り出しの 

アクセスルート検討にあたり十分配慮する必要があろう  

→慎重に検討を進めている 

 

  ・先ず使用済み燃料を取り出してからが廃炉の実質的なスタートとなる 

 

 （２）宮野委員長まとめ 

   ・リスク評価分科会は３U 燃料取り出しを例にした報告書を取りまとめ中 

   ・ロボットは未だ課題が多く、検討の輪を多くの領域に広げていきたい 

   ・廃炉全般に未解決の課題が多い。他の専門部会、他分野の専門家との協働が重要で、来春の 

シンポジウムでも配慮したい 

 

４．その他 

  翌１６日、NDF 主催の第３回廃炉ワークショップが北大学術交流会館で行われ、原子力学会からも 

  学会長、廃炉委員会関係者を含め多数が参加した。 

 

                                                            

以 上 
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                                                                    2018/5/16 

                                       運営タスクチーム 

2018 年春の年会 企画セッション 報告 

「福島第一原子力発電所廃炉検討委員会」現状及び活動報告 

                                         3/28(水) 13:00~14:30 J 会場 

議事内容 

・開会の辞 関村副委員長 

廃炉検討委員会の 5 つの分科会のうち、リスク評価分科会を除く 4 つから活動状況を報告する 

・講演 

1.福島第一原子力発電所の廃炉の概要と課題 浅沼幹事 

廃炉検討委員会の活動の全体概要について説明。２０１４年に設置した５つの分科会で活動しており、本

日はリスク関連の分科会を除く４つの分科会の成果と活動状況を報告する。本活動は、ＮＤＦや東電、ＩＲＩ

Ｄ等の関係機関との連携を図るために、宮野委員長を中心に情報を発信している。３月には一般向けにも情報

を発信する機会を持った。今回は、学会員との深い議論を持つために企画した。秋にも学会員との議論の機会

を持つようにする。なお、長い期間にわたる取り組みとなるから、本日は比較的若い先生に登壇頂く。短い時

間ではあるけれども、Ｑ＆Ａや議論をしたい。 

 

2.福島第一原子力発電諸事故における未解明事項の調査と評価 山本主査（未解明事項フォローWG） 

 本分科会では、わかっている事項とわかっていない事項を整理することも目的としつつ、事故調査委

員会の報告書に加えて調査している。また、成果を報告書として発信するよう努めている。本日は、報告

書の構成と事故進展に関する未解明事項の調査状況を報告する。現在までの検討により多くの事項が概

ね明らかになりつつある。とはいえ、わかっていない事項もあり、報告書では、事項を４つに分類した。

４つのうち、情報が不足して検討が進めにくいと分類した事項には、主にはＰＣＶ内部調査の進展が必

要。現状調査が実施されていない PCV、RV内の事項に関する多くは引き続きの検討が必要である。 

 事故進展は、概ね説明できるようになっているが、まだわからないことは多い。今後の廃炉作業の過程

において解明されていくものと期待される。 

-質疑- 

・事項の調査整理表の中から、今後に反映できる事項はないのか？ 

→本整理表を公開し、事業者を含む実務者等に見てもらうことで、今後に反映可能、反映すべき

内容の気づきにつながれば良いと考える 

・活動内容について第三者による外部評価をされているか？原子力学会のシニア会員の方などに見て

もらうのはどうか？ 

→現状、分科会、廃炉検討委員会内での評価であり第三者評価は受けていない。資料公開するこ

とで意見をもらえるのではないか。また、シニアの方には調査の過程で意見を仰いでいる。 

 

3.建屋の耐震安全性評価の現状と課題 糸井幹事（建屋の構造性能検討分科会） 

-本分科会での検討の背景と今後の課題について報告- 

建屋に対する要求性能は、廃炉の段階によって変化していくため、各段階に応じて整理が必要。現状で

は、使用済み燃料プール内燃料取り出し前までの期間を対象として検討。今後は燃料取り出し中及びそ

れ以降の期間についての検討が必要。特に燃料デブリ取り出し段階以降については、課題がある。 

-質疑- 

・RPV ペデスタルの健全性は、評価結果により今後の作業に大きくかかわると考えられ、非常に重要 

である。 

→この様に広くコメント･意見を頂けるとありがたい。 

添付 3-2 
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・これからの原子炉建屋設計への反映を考えているか？ 

→事故後の廃炉まで考慮した設計という観点で、本知見を反映して頂けると良いと考える。 

4.ロボット分科会からの報告 吉見主査（ロボット分科会） 

-これまでの活動状況と、今後のあり方について報告- 

本分科会は、日本原子力学会と日本ロボット学会とで共同設置。現場を知らなければ、アイデアを出し

ても役に立つものとならない。 

原子力側からは現場状況に基づきロボット技術に対する課題や要求を発信、それを受けてロボット側

が技術提案するという形を継続的に行う必要がある。その様な場の提供と仕組づくりを本分科会は担

っていく所存である。 

２０１７年には、コンペを企画して、大学や福島県の企業から１６件のアイデアが集まった。これらは

最終的にエネ庁にも説明した。このような動きを実機につなげていくように取り組んでいく。 

-質疑- 

・廃炉作業に限定したロボットでなくても良いのではないか。より広いニーズに対応できるロボットが

廃炉にも使える、という発想で間口を広げてはどうか。 

→ロボット開発では使用目的が明確でないものが多々ある。ロボット開発側は、廃炉に使えることに

気づかない。そこを現場のニーズを発信して結びつけるのが本分科会の役割と考える。 

・高線量に対してはどう考えるのか？ 

→高放射線場に電子機器はなるべく入れないことが望ましく、そのため水圧、空気圧駆動などのアイ

デアが出てきている。 

5.廃炉と廃棄物管理シナリオに関する検討 川崎幹事（廃棄物検討分科会） 

-検討のアプローチ等について報告- 

廃棄物管理シナリオの検討にあたっては、エンドステートの設定、作業シナリオ、発生する廃棄物の発

生量および特性の評価 が重要である。廃棄物管理シナリオの検討・評価、廃炉･環境修復作業への要

件の抽出を進める。 

特にエンドステートは廃炉作業に影響が大きい。例えば、１Ｆではサイト内全域に汚染を残さないこと

にすると廃棄物量が５５０万ｍ３となるとの試算がある。仮にサイト全域を管理区域とするならば、廃

棄物量は３０～４０％程度となる。それに応じて整備する施設も変わることになる。 

-質疑- 

・エンドステートを決める時期についてどう考えているか？ 

→最終的な敷地全体のエンドステートについての決定時期はまだ未定であるが、各作業段階におけ

る中間的なエンドステートの設定は必要。2021 年からデブリ取り出しが開始されたら、プラント

廃炉に関するエンドステートを考え出しても良いのではないかと考える。 

・エンドステートの、汚染を残さない領域のしきい値を 300μSv/yr としているがその数値の根拠は？ 

→IAEA では 10~300μSv/yr の範囲、ドイツは 10μSv/yr、アメリカ DOE は 250μSv/yr などが 

サイト開放基準とされている。これらを参考とした。 

・総合討論 

エンドステートの前の中間ステートをもっときめ細かく考えるべきでは、燃料成分の溶解処理などの

観点から再処理施設の廃棄物処理の考え方を 1F にも活用できるのではないか、等の議論がなされた。 

・閉会の辞 宮野委員長 

  より多くのコメントを頂きながら、これからも活動を推進していく 

                                                                         以 上 

 

                               



23  

 

2018/3/22             

                                    運営タスクチーム 

 

日本原子力学会 シンポジウム 

「東京電力福島第一原子力発電所の廃炉 ― 廃炉の論点と展望 ―」 

開催報告 

 福島第一原子力発電所の廃炉にかかわる課題をわかりやすく解説し、取り組みに対する理解を得ると

ともに、広く情報を発信する場として一般向けのシンポジウムを毎年 3 月に開催している。第 3 回とな

る今年は、「廃炉の論点と展望」をテーマとし 6 件の講演を行った。以下に開催結果をまとめる。 

講演資料は学会サイトで公開しているが、現時点の廃炉の論点と展望をまとめている廃炉委員会 

宮野委員長の講演資料を 21~31 頁に示す。 

(1)日時と場所等 

日 時：2018 年 3 月 18 日(日) 13:30～17:00 

場 所：大手町サンケイプラザ 301-302 号室（東京都千代田区大手町 1-7-2） 

主 催：一般社団法人 日本原子力学会 

共 催：福島復興・廃炉推進に貢献する学協会連絡会 

協 賛：一般社団法人 日本ロボット学会、公益社団法人 日本地震工学会 

(2)シンポジウムの趣旨 

 日本原子力学会は、東京電力福島第一原子力発電所の事故からの復興と廃炉を支援すべく、多くの学

協会と共に積極的に取り組んできた。特に、2021 年から燃料デブリ取り出しの準備を始める段階とな

り、様々な課題をもたらしている。学会の役割の一つとして、国民にこの問題を解説し、理解を得て行

く責務がある。事故以来７年が経過した今、廃炉における課題を解説し、問題点を共有するとともに、

広く課題解決に向けた取り組みについての意見を募り、今後の活動、廃炉事業に役立てるための機会を

得るものである。 

(3)プログラム（敬称略） 

座 長：関村直人（東京大学） 

開会の挨拶：上坂 充（日本原子力学会会長、東京大学） 

講演１：福島第一廃炉の論点と展望     宮野 廣（法政大学） 

講演２：福島第一廃炉作業時の管理目標値について   山本章夫（名古屋大学） 

講演３：より一層の安全確保に向けたリスク評価への取り組み   

高田 孝（日本原子力研究開発機構） 

講演４：ロボット技術への期待     新井民夫（技術研究組合国際廃炉研究開発機構） 

講演５：建屋構造物の要求性能と課題     高田毅士（東京大学） 

講演６：廃棄物はどのように取り扱うのか    柳原 敏（福井大学） 

質疑対応と閉会の挨拶 （座長） 

(4)参加者  81 名（うち、報道関係者 7 名） 

(5)質疑及びアンケート結果 

各講演に対し、多くの意見や議論がなされた。また、最後に総合討論の時間を設け、講演者からも改

めて意見やコメントを出し、討論を行った。 

アンケートは 55 名から回答があった。原子力学会員からは「分かりやすい」という意見が多く、学

会員以外の方々からは「難易度が高い」「専門的すぎる」等の記述が目立った。また、「抽象的な説明が

多い」「具体性に欠けている」指摘もあった。多くは今後もこのようなシンポジウムを続けて欲しいと

の意見であった。                                                    以上 

添付 3-3 
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2017/12/20 

                                   運営タスクチーム 

福島第一原子力発電所廃炉検討委員会 
・福島第一サイト 
・日本原子力研究開発機構 楢葉遠隔技術開発センター視察報告    
 

宮野委員長、原子力学会駒野副会長他 福島第一原子力発電所廃炉検討委員会関係者が 

2017 年 12 月 5 日午前に東電福島第一サイトを、午後に JAEA 楢葉遠隔技術開発センターを視察した。

要旨を以下の通り報告する＊。 
＊視察スケジュールを添付-１、参加者リストと参加しての意見を添付-２に示す 

 

Ⅰ視察内容 

１．東電福島第一原子力発電所サイト 

(応対者：東電 1F廃炉推進カンパニー視察 G 塩澤氏 他) 

(1)視察設備・ルート 

東電旧エネルギー館(富岡)で福島第一(1F)の現況説明があった後 1Fサイトに移動、 

管理区域内に立ち入り、１～４号機外観、凍土壁設備、処理済水タンクヤード、 

多核種除去設備 ALPS、免震重要棟他を、構内バスで約１時間視察。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 
 

(2)主な説明内容 

  ・１～４号機現況： 

-放射能飛散防止のためのフェーシング（構内の表土を約 10cm 削りグラウトでカバー）がほぼ終

了し、構内の 95％が一般作業エリアになっている 

-サイト周辺は中間貯蔵エリアとして整備中 

-３号機は燃料取り出し用カバーを設置中 

 ・凍土壁（陸側遮水璧）：８月下旬から凍結開始、地中は０℃以下になっており、内 

部水位を外部水位より１ｍ程度低く保つべく、ポンプでコントロール中 

 ・処理済水タンク：事故直後の応急タンク（船、輸入タンク）・フランジタンクから 

  溶接タンクに切り替え中。タンクスペースだけでなく、廃材の処理法も課題。 

添付 4 
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(3)主な質疑 （A*は東電本社からの回答） 

   Q1なぜ建屋に汚染水が流入するのか？ 

A＊溶けた核燃料を冷却するために注水し，建屋地下から汚染水をくみ上げて処理し、また注水に

用いるという循環注水を行っているが，建屋に地下水が流入すると、滞留している汚染水と混

ざることで新たに汚染水として発生する。 

地下水流入を抑制するため、サブドレンや陸側遮水壁等によって地下水位を下げる 

対策をおこなっている。なお、建屋滞留水が漏えいしないように建屋水位よりも地 

下水位が高くなるように、サブドレンによって地下水位を制御している。 

流入経路としては，建屋間には多数の配管等の貫通部があり、その隙間から流入しているもの

が多いと考えている。 

Q2:凍土壁内水位をより緻密に制御することにより，建屋内への流入水量を減らせないのか． 

A:建屋内滞留水の水位が正確に測定できず，難しい．  

 Q3 凍土璧設備、水位制御用ポンプなどの所要電力は？  

   A＊ 陸側遮水壁： 約 13,000kVA ※冷却設備等 

              いったん凍結すれば、その維持の電力は半分程度 

    サブドレン：  約 1,000kVA  ※ポンプ，浄化設備等 

 

  Q4 その供給ラインが地震などで切れる可能性があろう。事故後に整備された 

    電源車などでバックアップされているか？ 

   A* 建屋に滞留する汚染水を系外へ漏らさないための設備である建屋の滞留水移送装置 

（建屋滞留水水位をコントロールするためのポンプ等）は，異なる２系統の電源から 

電源供給できる構成となっていることに加え，バックアップ電源として非常用ディー 

ゼル発電機からも電源供給できる構成となっている。 

また、凍土壁の冷凍維持設備は，電源も含め２系統分離を図っており１系統停止時に 

も冷却を維持できる構成としている。 

  Q5 凍土璧内水位コントロールのため注水が必要な場合もあろう 

   Aまだ使ったことは無いが、注水ポンプを置いている 

  C6 汚染水のサンプリングが、核種の推移把握等のため極めて重要 

   A まだ十分なサンプリングができていない。2019 までに(手法・体制を)整備したい 

  Q7 サイトとしての当面の課題は？ 

   A 木材、金属廃材の減容・廃棄処理 

  Q8構内の作業車の廃棄は？ 

   A できるだけ再利用している 

     C 今後、廃材処理作業のベースとなる何らかの基準つくりが必要であろう 

  
 
 (4) 最後に宮野委員長より応対いただいた皆様に謝意を述べ、原子力学会としても 

１F廃炉が円滑に進むよう貢献して行きたい旨挨拶。 
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２．JAEA 楢葉遠隔技術開発センター  
(応対者：石原センター長、中山福島拠点長、同拠点総務課木村様他) 

   １Fから双葉郡楢葉町の同センターに移動、約１時間視察。 

 (1)視察した設備・試験体  

 １）試験棟 

   ①実規模実証試験エリア 

-BWRサプレッションチャンバー 実機大 1/8部分試験体：止水試験中  

   ②要素試験エリア 

     -ロボット試験水槽：4.5mφ、5m水深 

     -モックアップ階段：１F施設内の階段を模擬、ロボット試験用 

     -モーションキャプチャー：飛行ロボット等の動きを高速度カメラで把握 

                 計測範囲 10m W×10m D ×2m H 

   ２）研究管理棟 

   ①没入型バーチャルリアリティ（作業者訓練用、３次元映像内で寸法計測も可）： 

    １Fのオペフロ、サプチャン周りのレーザービーム実測データにより構築され 

たバーチャルリアリティ空間で、サプチャンの中に入るような感覚を体験 

 

 (2)主な説明内容 

    ・１F廃炉に必要なロボット等の遠隔技術の開発のため設置、2016.4から運用開始 

・METI 主導の福島イノベーション・コースト構想に沿い、大熊分析・研究センター、富岡の廃炉国

際共同研究センター、楢葉の本センターに加え、浪江に福島ロボットテストフィールドを新たに計

画中 

・自主研究とともに、IRID 等に試験設備を提供している 

 

(3)主な質疑 

Q1 自主研究・外部利用の比率は？ 

 A ３：７程度で、昨年度は外部からの利用が 38件あった。 

  主なところでは； 

   １Fサプチャン止水試験（IRID）、東大サマースクール、 

   福島高専廃炉ロボコン、廃炉技術展示会 

 

 

(4)最後に宮野委員長より応対いただいた皆様に謝意を述べ、原子力学会としても 

１F廃炉に向けた技術開発を支援して行きたい旨挨拶。 

 

 

Ⅱ まとめ 

  １日で２か所の駆け足の視察であったが、 1F サイトでは現況と課題、JAEA 楢葉では廃炉技術開発に

向けた意欲的な取り組みを実感することができた。１F廃炉委関係者にとり貴重な体験が得られる場で

あり、参加者の意見を反映し、次年度以降も継続して実施したい。 
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添付-１ 視察スケジュール 

■視察日  2017年 12月 5日(火) 

時間 場所 備考 

8:00 集合：いわき駅南口   

～9:30 移動：いわき駅 

→東電旧エネルギー館(富岡) 

 

9:30～12:40 福島第一原子力発電所視察 発電所内視察行程は下表１ 

12:40～14:30 移動：東電旧エネルギー館 

→昼食(富岡)→JAEA 楢葉センター 

センター内  〃 下表２ 

14:30～15:30 日本原子力研究開発機構 

楢葉遠隔技術開発センター見学 

 

～16:30 移動：JAEA→いわき駅  

 

   表１ 福島第一原子力発電所（１F）内 視察スケジュ－ル 

時 間 内 容 場所 
9:30 旧エネルギー館 着  

9:30-10:20 
(50分) 

本人確認，服装確認，ビデオ視聴(概要説明) 旧エネルギー館 
会議室 

10:20-10:40 
（20分） 

移動：旧エネルギー館  ～ １F入退域管理棟 
［東電1F移動用バス］ 

旧エネルギー館 
 

10:40-11:00 
（20分） 

一時立入者カード貸与 
ＡＰＤ貸与 

入退域管理棟 

 11:00-11:50 
（50分） 

１F 現場視察 
［東電1F構内用バス］ 

１F構内 

11:50-12:10 
（20分） 

身体スクリーニング，ＡＰＤ返却 
一時立入者カード返却 

入退域管理棟 

12:10-12:30 
（20分） 

移動：福島第一１F入退域管理棟)  
～旧エネルギー館［東電1F移動用バス］ 

 

12:30-12:40 
（10分） 

質疑応答，アンケート 旧エネルギー館 
会議室 

 

表２ 楢葉遠隔技術開発センター視察スケジュ－ル 

時間 場所 事項 

14：30    研究管理棟着 

 

14：30 - 14：40 10 展示室 施設の概要説明 

14：40 - 15：00 20 ＶＲ室 VR 体験 

15：00 - 15：20 20 試験棟 内部設備視察 

15：20 -  15：30 10 展示室 質疑応答 
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添付-２  参加者 および参加しての意見 

   １Fサイト 

     

JAEA 楢葉 

 

  

 注）宮野委員長の感想は次ページの通り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 氏名・所属 

(敬称略、申込み順) 

所属 

1 宮野 廣  
法政大学 

（1F廃炉委員会委員長） 

2 奈良林 直  
北海道大学 

 

3 安部田 貞昭  
元三菱重工 

 

4 駒野 康男  
MHI NS エンジニアリング 

(日本原子力学会副会長) 

5 安部 浩  
日本原子力学会 

 

6 長谷部伸治  
京都大学 

 

7 阿部弘亨  
東京大学 

 

8 鈴木嘉章  
原子力安全推進協会 

 

9 大隅 久  
中央大学 

 

参加しての感想、今後に向けた意見（注） 

・１F は，2 年前に見学させていただいた時と比べ，所内もかなり整理され，廃炉に向けての作業が 

進んでいると感じた．ただ，現場を見ると気づくことも多々ある．今後もより多様な専門家による 

視察を実施し，廃炉作業に異なった分野の専門家の意見を反映できるようにしていく必要がある 

と感じた． 

・はじめての福島第一原発への訪問で，どの程度復興が進んでいるのか大変興味があった。 

・原子炉建屋周辺以外は思った以上に環境整備が進んでいた。 

・3 号機プールからの燃料取り出し用クレーン，タンク搬送のスーパーキャリア等，実物を見ることで

サイズを実感でき，今後の議論に向けて大変有意義な見学会であった。 

・事故後半年の時も訪れ、久しぶりの訪問でしたが、スーツ姿のまま、あの場所まで見学できる 

ようなったことは海外の人も含め多くの人にみてもらうことは重要と感じました。 

・１日で２か所の駆け足の視察、また、早朝集合で前泊を要した。 

 他の参加者のご意見を反映し、次回以降の計画に反映したい。 
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福島第一を訪問して               

 2017 年 12 月 5 日 法政大学 宮野廣 

 

 事故後のことを思えば、富岡の街を始め、周辺地域の復興は目に見えて進んだように感じた。一方、 

近接する地区では、未だにがれき状態の廃屋が放置されており、処置できないものかと思う。 

 帰還可能となっても、いまだに多くの方が帰らない状況が続くが、それも理解できる気がする。多くの

避難者は既にこの地区よりも、豊かで、あらゆるものが進んだ地域に避難されている状況であろうと推

察するが、今さらこのような荒れ地に戻るべきか、大いに悩むところであろう。町にはスーパーができた

とは言え、にぎやかさには程遠い。地域全体で、いかに活性化を図るか、が大きな課題と思う。 

 以下に、福島第一の廃止作業の視察の感想をまとめる。案内いただいた特に営業の方の説明は文系と

は思えないくらい、明確でよくわかるものであった。理系の我々も説明とはどういうものか、考えて社会

に向き合う必要があろう。参考となった。 

- サイト内への訪問はバスでの視察の手順がしっかりできており、全体を見るには十分な対応である。

しかし、一方、内容は豊富で、説明が一般には難しく十分に理解ができるか弱冠疑問であった。特別

に私達への配慮で多くを見せていただけたのであればよいが。ゆっくりと分かりやすい簡単な説明が

必要に思える。 

- 本来は広い敷地だが、多くの廃棄物、最も多いのが水だが、水槽などが雑然と多く、加えて使用後の

機材も多く借り置きされている。所狭しの感がある。 

- 原子力発電所の廃止工事という性格上、わずかでも汚染されている廃棄物が多く、直ぐにどこかへ搬

出もできずテンポラリーにならざるを得ないのかもしれないが、30 年の長期を考えると、もっと整

然とした設備計画の下での廃止工事を進めてもよいように思う。 

- 廃棄物が、放射性廃棄物、レベルの高いもの、低いもの、非放射性廃棄物など、どこにどのように借

り置きして、次に廃棄をどのように進めるか、決まってはいないが、あくまでもテンポラリーと言う

現在の状況をみると、どこかで全体を指揮して、きれいに整備することまで考えて取り組ませる仕組

みが必要に思う。 

- 一方、4 号機での使用済燃料の取り出しを終え、3 号機での取り出しへの準備と進んでいる状況はよ

く理解できるが、各号機の現在、何を作業しているのか、工事現場での作業表示のように張り出して、

特にこの現場では放射線はどの程度あるのか、など大きく表示して全員が、環境の状況の把握と、工

事がどこで何をしているのか、分かるようにすることも必要に思う。 

- 必死に取り組んでいる様は見えるが、長い廃止工事の期間を考え、あわてずもっと余裕をもった取り

組みとしないと、これからの厳しい作業に余裕をもった取り組みができないように思う。余裕を持つ

ことが安全につながると考える。 
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福島第一原子力発電所事故： 

未解明事項の調査と評価 

 

                          -抜粋- 
 

 

 

 

 

 

 

2018 年 1 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一 般 社 団 法 人  日 本 原 子 力 学 会  

福島第一原子力発電所廃炉検討委員会  

 

 

 

 

 

 

添付 5 
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福島第一原子力発電所廃炉検討委員会 

   事故提言・課題フォロー分科会 調査報告書の公開にあたって  

 

  

 福島第一原子力発電所の廃止措置は、かつて経験のない技術的な挑戦を伴いつつ、極めて長期にわた

り継続される事業です。このため、日本原子力学会としてこの問題に長期に取り組み、福島第一の廃炉作

業が安全かつ円滑に進むよう技術的・専門的な貢献を行うとともに福島第一原子力発電所事故に関する

調査委員会（学会事故調）の提言・課題をフォローするため、2014 年度に「福島第一原子力発電所廃炉

検討委員会」を設置し、廃炉作業全体を俯瞰し学会としてふさわしい様々な課題に取り組む活動を行っ

ています。 

 

現在、学会事故調の提言及び事故進展の更なる解明のための課題のフォロー、廃炉作業に求められるロ

ボット技術開発の掘り下げ、福島第一設備、特に建屋の構造の性能の学会としての確認、廃炉作業に伴う

「リスク」についての検討、及び廃炉作業で発生する放射性廃棄物を含む廃棄物の扱いの検討などにつ

いて、分科会を設置して課題の掘り下げを進めています。 

 

事故提言・課題フォロー分科会では、学会事故調が 2014年 3月の最終報告書で指摘した 

「事故進展に関し今後より詳細な調査と検討を要する事項」に加え、その後に得た知見により、さらに検

討を要する事項を調査・評価してきました。その結果がまとまりましたので、ここに報告いたします。こ

れを日本原子力学会ホームページに公開して、広く共有するものです。 

この事故の未解明事項の現況に対する皆様のご理解の一助となれば幸いです。 

今後も 各分科会の報告・提言がまとまり次第 逐次、報告、公開して行く予定です。 

 

              福島第一原子力発電所廃炉検討委員会  

委員長  宮野 廣 

 

2018年 3月 
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１．はじめに 

日本原子力学会は、2011 年(平成 23 年)3 月 11 日の東日本大震災に伴い発生した福島第一原子力発

電所事故に対して「東京電力福島第一原子力発電所事故に関する調査委員会」(以下、「学会事故調」とい

う。)を設置し、原子力分野の専門家による審議を重ね、その審議結果を 2014 年 3 月に「福島第一原子

力発電所事故 その全貌と明日に向けた提言: 学会事故調 最終報告書」(以下、「学会事故調報告書」とい

う。)として出版した。学会事故調報告書の第 6 章付録においては、「事故進展に関し今後より詳細な調査

と検討を要する事項」が取りまとめられている。 

2017 年 9 月で福島第一原子力発電所事故が発生してから 6 年半が経過し、学会事故調報告書で取り

まとめられた「事故進展に関し今後より詳細な調査と検討を要する事項」に関して多くの知見が得られ

てきた。そこで福島第一原子力発電所廃炉検討委員会傘下の事故・課題提言フォロー分科会に「事故進展

に関する未解明事項フォローWG」（以下、「WG」と言う。）を発足し、2014 年 3 月に出版された学会

事故調報告書の「事故進展に関し今後より詳細な調査と検討を要する事項」に加えて、事故進展に関しさ

らに検討すべき事項を改めて公開文献により幅広く調査した上で、これらの検討すべき事項(以下、「未解

明事項」と言う。)に関して、これまでに得られた新たな知見及びこれらに基づく検討状況を整理表とし

て取りまとめた。これにより、現時点における未解明事項の検討状況及び残された未解明事項を明らか

にすることを目的としている。 

未解明事項の調査・評価は、福島第一原子力発電所事故の教訓をくみ取る観点から重要である。今後進

むと考えられる廃炉作業に伴い、残された未解明事項の検討に必要な情報が得られると考えられること

から、整理表には廃炉作業時に確認が必要と考えられる項目を示した。 

なお、事故進展に関する未解明事項の解明には、長い時間を要するものも含まれていることから、未解

明事項の調査・評価の進展に応じて、その結果を取りまとめていくことが望まれる。 

WG の委員等及び開催実績を以下に示す。 

（主査）越塚 誠一 東京大学大学院 

（幹事）山本 章夫 名古屋大学大学院 

    井上 英彦 中部電力株式会社 

（委員）宇井 淳 一般財団法人 電力中央研究所 

植田 拓郎 原子力損害賠償・廃炉等支援機構 

    黒崎 健 大阪大学大学院 

近藤 雅裕 東京大学大学院 

杉本 純 東京工業大学 

鈴木 博之 一般財団法人 エネルギー総合工学研究所 

成川 隆文 国立研究開発法人 日本原子力研究開発機構 

溝上 伸也 東京電力ホールディングス 

山野 秀将 国立研究開発法人 日本原子力研究開発機構 

永瀬 文久 国立研究開発法人 日本原子力研究開発機構（平成２８年度迄） 

    古谷 正裕 一般財団法人 電力中央研究所（平成２８年度迄） 

 

・第 1 回 WG 平成 28 年 10 月 5 日 
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・第 2 回 WG 平成 28 年 12 月 16 日 

・第 3 回 WG 平成 29 年 2 月 9 日 

・第 4 回 WG 平成 29 年 4 月 7 日 

・第 5 回 WG 平成 29 年 6 月 21 日 

・第 6 回 WG 平成 29 年 8 月 21 日 

 

２．調査対象とした報告書類 

事故進展に関する新たな知見の抽出及び未解明事項の検討状況の参考として用いた公開の報告書類を

添付 1 の「調査報告書一覧」に示す。52 編の国内の報告書類（学会事故調報告書第 6 章付録に記載して

いる 14 編の参考文献を含む）及び 17 編の国外の報告書を対象として調査を実施した。調査は、これら

全ての報告書類について行ったが、未解明事項に関連する新たな知見や検討状況についての記載が存在

しない文献もあった。従って、整理表において、調査対象とした全ての報告書類が引用されてはいない。 

 

３．福島第一原子力発電所事故未解明事項およびその検討状況に係る整理表 

調査対象とした報告書類から抽出された未解明事項について、文献の記載事項を「調査結果」、この調

査結果に基づく検討状況に関する評価を「評価結果」として取りまとめた。評価を実施するにあたって

は、添付 2 に示す未解明事項検討状況確認フローを用いた。これらの「調査結果」及び「評価結果」を取

りまとめたものを「福島第一原子力発電所事故未解明事項およびその検討状況に係る整理表」として添

付 3 に示す。本整理表は以下のように記述されている。 

 

左から 2 欄目「対象号機」欄：未解明事項が該当する号機を記載。 

左から 3 欄目「日時」欄：未解明事項に関連する事象が発生した日時を記載。 

左から 4 欄目「分類」欄：未解明事項について「地震」、「津波」、「電源」、「冷却」、「計装」、「炉心

損傷」、「閉じ込め」、「放射性物質の移行」、「水素爆発」、「使用済み燃料プール」、「そ

の他」から該当する分類を記載。 

左から 5 欄目「対象物」欄：未解明事項に関連する建屋や設備等の対象物を記載。 

左から 6 欄目「未解明事項」欄：学会事故調報告書第 6 章付録または文献調査により抽出された未

解明事項を記載。 

左から 7 欄目「内容」欄：未解明事項が記載されている報告書番号、報告書名、および「未解明事

項」欄の詳細な内容を記載。なお、報告書番号は、添付 1 の調査対象報告書一覧に示

されているものである。 

左から 8 欄目「調査資料」欄：未解明事項の解明状況の調査に用いた報告書番号を記載。 

左から 9 欄目「調査結果」欄：「調査資料」欄の報告書類に記載されている未解明事項に関する新た

な知見、検討、解明状況を記載。 

左から 9 欄目「評価結果」欄：調査結果に基づき添付 2 の「未解明事項検討状況確認フロー」に従

い(A)～(D)に分類した結果およびその判断理由を記載。また、廃炉作業時に未解明事

項に関する新たな知見が得られる可能性があり、その観点から留意すべきものは「廃

炉確認」と記載。 

 ※整理表は「対象号機」→「日時」→「分類」の並び順としている。 



45 

 

 

４．調査及び評価結果の概要 

文献調査の結果、抽出された 73 項目の課題について、これまでに得られた知見と評価結果を整理表に

取りまとめた。各課題の現状は未解明検討状況確認フローに従い、以下のように分類されている。 

A：合理的な説明がなされていると判断されるもの 

B：既存発電所の安全対策高度化や廃炉作業の進捗の観点から重要でないと考えられるもの 

C：重要度は高いが、現時点では、これ以上の調査が困難であると考えられるもの 

D：重要であり、今後も継続した検討が望まれるもの 

なお、項目によっては、A/B, A/C, A/D のように複数の評価結果が与えられているものがあるが、これ

は、当該の未解明事項が複数の内容を含んでおり、これら複数の内容に対する評価が異なることを示し

ている。 

 

73 項目の課題に対する評価結果の割合は、以下のようにまとめられる。 

A：45% 

B：8% 

C：4% 

D：43% 

(複数の評価結果を含む項目については、それぞれの評価結果に

対して等分の割合とした。) 

 

この 6 年半に得られた知見や検討・考察により、A の「合理的な説明がなされている」と判断される課

題が相当数に上る。1 号機 DG の停止原因については、新たに過渡現象記録装置のデータや現地調査など

により、津波によるものと考えることが最も合理的であることが明らかになっている(整理表番号 1)。ま

た、地震動が安全上重要な機能に深刻な影響を与えておらず、冷却材圧力バウンダリに深刻な影響を及

ぼしていないことが明らかになっている(整理表番号 4)。事故時の放射性物質の放出に関しては、モニタ

リングポストなどで観測された放射線量のピークと、そのピークを発生させた原因の関係が説明されて

いる(整理表番号 22)。1 号機については、原子炉建屋内の水素爆発シミュレーションが実施され、原子炉

建屋の現状と整合的な結果が得られており、水素爆発時の様相についての理解が深まっている(整理表番

号 23)。事故当時、原子炉水位計が適切な表示を示していなかったが、この誤表示のメカニズムが明らか

になっている(整理表番号 27)。事故時、直流電源が失われた状態で 2 号機の RCIC が長時間駆動したメ

カニズムについては、主蒸気管から流出した気液二相流により、RCIC の蒸気タービンが長時間駆動され

たためと推定されている(整理表番号 47)。事故進展解析の再現解析において、実測データの時間変化を

再現できなかったいくつかの点について、そのメカニズムが推定され、解析による再現度が向上し、事故

進展に関する理解が深まっている(整理表番号 49, 50, 62, 65, 66 など)。 

一方、D の継続して検討が必要な課題は、現時点においても、かなりの数に上る。特に、圧力容器内/

格納容器内の詳細な事故進展に関しては、部分的な格納容器内の調査が実施されているものの、得られ

ている情報は限定的であり、その全貌は明らかとなっていない(整理表番号 7, 10, 12, 14, 15, 16, 17, 38, 

51, 66 など)。また、2 号機の格納容器ベントの成否にかかわるラプチャーディスクの状態や、1 号機の

 

A, 45%

B, 8%C, 4%

D, 43%
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IC の格納容器内側隔離弁の状態なども、機器設計や測定データ等からその作動状況については推定がな

されているものの、現地調査が行われておらず、確定的な情報は得られていない(整理表番号 33, 60 な

ど)。現場から得られる機器の作動状況に関する情報は、シビアアクシデントの進展の観点から重要な情

報であると考えられ、廃炉作業の進展に併せて、継続した調査が望まれる。 

 

５．おわりに 

事故後 6 年半の検討により、事故進展の概要に関する主要な未解明事項は、おおむね明らかになりつ

つあるものと考えられる。一方、圧力容器内/格納容器内の溶融燃料の挙動など、事故進展の詳細に関す

る未解明事項については、まだ今後の検討を要するものが多い。今後、廃炉作業を進めることにより、格

納容器内及び圧力容器内の状態が徐々に明らかになり、その過程で解明されていくものと期待される。 

圧力容器/格納容器内の情報は、事故進展の理解という観点から極めて重要であると考えられる。整理

表において、今後の廃炉作業時に確認が必要な項目については、評価結果の欄に「廃炉確認」とのキーワ

ードを記載しており、廃炉作業の計画立案及び実施にあたって、留意すべき点であると考えている。ただ

し、評価結果が A で合理的な説明がなされていると評価されていても、廃炉時に確認することでさらに

その説明が補強されると考えられる場合には、「廃炉確認」の記述を加えている。「廃炉確認」が必要とさ

れている項目は、73 課題中 39 課題となっており、廃炉作業時に広範な知見が得られることが期待され、

これらの知見を未解明事項の検討に活用することが重要となる。 
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未解明事項検討状況確認フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現時点で合理的な 

説明ができている 

これ以上の調査は

困難である 

重要度が高い 

Yes(A) 

その他 重要な継続検討課題 

No 

Yes No(B) 

No(D) 

Yes(C) 

※整理表の各項目を A,B,C,D と分けて整理する。 

A：合理的な説明がなされていると判断されるもの 

B：既存発電所の安全対策高度化や廃炉作業の進捗の観点から重要でないと考えら

れるもの 

C：重要度は高いが、現時点では、これ以上の調査が困難であると考えられるもの 

D：重要であり、今後も継続した検討が望まれるもの 

 

 
重要であるが継続 

検討が困難な課題 

添付 2 
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添付 6 
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